
はじめに

昨今、年金に関する書物は数多く出版されていますが、 1 冊の本で

すべての制度を網羅しているものは、皆無といっても過言ではありま

せん。

年金の勉強をするためには、たくさんの本を読む必要があります。

それを念頭に、本書は、日頃の疑問が 1 冊の本で片付くようにコンパ

クトにまとめました。

社会保険労務士の業務の一つに年金相談業務がありますが、年金相

談をするためには、現在の制度はもちろんのこと、過去の制度や今後

のことなど幅広い知識が必要になってきます。特に今年度は 5 年に一

度の見直しの時期。老齢給付から遣族給付まで、幅広い改正が行われ

る予定です。短時間労働者の適用拡大をはじめ、老齢年金から遺族年

金まで目が離せません。

改正が毎年のように行われ、年金を勉強すればするほど、さらに学

習が必要と思い知らされる、それが我が国の公的年金制度です。年を

取ったとき、病気や障害になったとき、一家の大黒柱が死亡したとき、

頼りになるのは公的年金です。

本書は、今日までの公的年金のしくみから、国民年金と厚生年金の

最新の改正を取り入れています。また、年金相談に必要なツールも併

せて豊富に用意し、目線を海外にまで向けていて、年金相談に携わる

方や、年金の知識を習得されたい方に対して最適な内容となっていま

す。

初版から25年目となった実績のある本書、「年金相談標準ハンドプッ

ク」の最新版を今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

令和 7 年 5 月吉日

特定社会保険労務士佐竹康男

特定社会保険労務士 井村丈夫
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凡例

本阻で使用している法令 法令名（通）称

国年法 国民年金法

国年法附 国民年金法附則

国年令 国民年金法施行令

国年令改正前 現行の改正直前の国民年金法施行令

国基令 国民年金垂金令

厚年法 厚生年金保険法

厚年法附 厚生年金保険法附則

厚年令 厚生年金保険法施行令

国年改定令 国民年金法による改定率の改定等に関する政令

厚年則 厚生年金保険法施行規則

44改附 昭和44年改正法附則

60改附 昭和60年改正法附則（国年・厚年共通）

元改附 平成元年改正法附則（国年・限年共通）

6改附 平成6年改正法附則（国年・厚年共通）

8改附 平成8年改正法附則（国年・厚年共通）

12改附 平成12年改正法附則（国年・四年共通）

13改附 平成13年改正法附則（国年・厚年共通）

16改附 平成16年改正法附則（国年厚年共通）

中国残留邦人支援法
中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関
する法律（平成6年法律30)

北朝鮮被害者支援法 北朝鮮当局によって拉致された被害者等の支援に関する法律施行令
施行令 （平成14年政令407)

61措令
国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴う経過措囲に関する政
令（昭和61年政令54)

6措令
国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴う経過措囲に関する政
令（平成6年政令348)

9措令
厚生年金保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う経過措囮に関す
る政令（平成9年政令85)

12 • 14 • 15措令
平成12年度、平成14年度及び平成15年度の国民年金制度及び厚生年金
保険制度の改正に伴う経過措囮に関する政令（平成12年政令180)

平成16年度、平成17年度、平成19年度及び平成20年度の国民年金制度
16·17·19· 叩措令 及び厚生年金保険制度並びに国家公務貝共済組合制度の改正に伴う厚

生労働省関係法令に関する経過措岡に関する政令

移行農林措令 移行罠林共済年金等に関する経過措囮に関する政令（平成14年政令44)

沖縄特別措図法 沖縄の復帰に伴う特別措図に関する法律（昭和46年法律129)

沖縄令
沖縄の復帰に伴う厚生省関係法令の適用の特別措置等に関する政令
（昭和47年政令108)

旧国共法 一元化改正前の国家公務貝共済組合法

旧国共施行法 一元化改正前の国家公務貝共済組合法の長期給付に関する施行法

旧国共法附 一元化改正前の国家公務貝共済組合法附則

12 



本で使用している法令 法令名（通）称

旧国共法60改附 一元化改正前の昭和60年改正法附則（国家公務貝共済）

旧国共法12改附 一元化改正前の平成12年改正法附則（国家公務員共済）

旧国共法16改附 一元化改正前の平成16年改正法附則（国家公務目共済）

旧国共令 一冗化改正引」の国家公務貝共済組合法施行令

旧国共法61措令
一元化改正前の国家公務貝等共済組合法等の＿部を改正する法律の施
行に伴う経過措団に関する政令（昭和61年政令56)

旧国共改定令 一元化改正前の国家公務貝共済組合法による再評価率の改定等に関する政令

旧地共法 ＿冗化改正前の地方公務貝等共済組合法

旧地共施行法 一元化改正前の地方公務貝等共済組合法の長期給付等に関する施行法

旧地共法附 一元化改正前の地方公務貝等共済組合法附則

旧地共法60改附 一元化改正即の昭和60年改正法附則（地方公務只等共済）

旧私共法 一元化改正前の私立学校教職貝共済法

旧私共法12改附 一元化改正前の平成12年改正法附則（私立学校教職呂共済）

旧私共令 一元化改正即の私立学校教職員共済法施行令

24一元化法附
被用者年金制度の一元化を図るための四生年金保険法等の一部を改正
する法律（平成24年法律第63号）附則

膜共廃止法
厚生年金保険制度及び膜林漁業団体職只共済組合制度の統合を図るた

めの製林漁業団体職目共済組合法等を廃止する等の法律

屈保法 罷用保険法

健保法 健康保険法

労災令 労働者災害補償保険法施行令

改善法 政府管掌年金事業等の運営の改西のための国民年金法等の一邸を改正する法律

特定阻害法 特定阻害者に対する特別蹂害給付金の支給に関する法律

時効特例法
年金時効特例法（四生年金保険法の保険給付及び国民年金給付に係る
時効の特例等に関する法律）

保障特例法 社会保阻協定の実施に伴う厚生年金保険法等の特例等に関する法律

性同一性阻害特例法 性同一性閉害者の性別の取扱いの特例に関する法律

支援給付金法 年金生活者支援給付金の支給に関する法律

支援給付金令 年金生活者支援給付金の支給に関する法律施行令

I 旧法関係 I 
旧船保法

旧国年法

旧厚年法

60改正前国共法

旧牒林法

旧通則法

読み方（例）

（旧）船貝保険法

（旧）国民年金法

（旧）厚生年金保険法

国家公務貝等共済組合法（昭和6()fj:改正前）

（旧）膜林漁業団体職貝共済組合法

（旧）通四年金通則法

1 …条①…項ー・・・号

厚年法4屹）二 • 厚生年金保険法第44条第4項第2号
60改附8⑤四の二 • 昭和6涸ミ改正法附則第8条第5項第4号の2
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年金柑談に必災な只料

●年金改正のタイムテーブル

実施時期 内 容

昭61年 4月 •新制度創設
•国民年金は第 1 号被保険者、第2号被保険者、第3号被保険者に区分
・老齢基礎年金・老齢厚生年金65歳から支給
•特別支給の老齢厚生年金60歳（女子、船員・坑内員55歳）以降退職するか、
在職老齢年金が支給されるとき受給権を取得（平成7年3月まで実施）
•特別支給の老齢厚生年金、女子、船員・坑内員は段階的に支給開始年齢を
引上げ
・老齢厚生年金支給繰下げ制度創設
• 65歳になるまでの在職支給停止で標準報酬月額を3つに区分し実施（平成
元年ll月まで実施）
・加給年金額に振替加算制度創設
•国民年金60歳から65歳になるまでの間、任意加入制度創設
・厚生年金当然被保険者65歳で失権

平元年 4月 ・老齢基礎年金の改善 満額60万円→ 666,000円 ・消四税3%

12月 ・標準報酬の改定 (6.8万円～47Jj円→ 8万円～53万円）
（第4種・船員任意継続平成2年 1 月改定）
・在職支給停止の改善 100紡預）80から100％うの20までの7段階に
・障害給付にその他障害創設

平2年 2月 ・年金支払い回数の改善 2月、 5月、 8月、 11月の年4回を、 2月、 4月、
6月、 8月、 10月、 12月の年6回に（老齢福祉年金は、年3回 4月、 8
月、 12月）

4月 ・完全物価スライド制の羽入（それまでは年平均が5％以上で改定、実務上
は実施済）

平3年 4月 ・学生の国民年金強制加入制度羽入（それまでは任意加入）
•国民年金基金の創設

平 6年 10月 ・標準報酬月額の再評価の方法を改善
・老齢星礎年金の改善 満額666,000円→780.000円
・老齢基礎年金、厚生年金の被保険者である間支給停止しない（昭和16年4
月 2 日以後生まれ）

11月 •生計維持認定基準の変更 年収600万円→年収850万円へ
・障害給付失権時期の改善 3級程度の障害に該当しなくなって3年経過で
失権を、 65歳失権制度に改善
・旧障害年金が受けられない人でも、新制度要件を満たしていれば障害基礎
年金を支給（所得制限あり）
・直近 1 年納付要件、平成7年3月までを平成18年 3月までに延長
・死亡一時金 10万円～20万円の4区分を、 12万円～32万円の6区分に改善
・標準報酬の改定 (92,000円～590,000円）

平7年 4月 ・年金受給権の確保 国民年金に高齢任意加入制度創設 (65歳～70歳到達）
・～平9年3月 第3号被保険者の特例届出期間
・老齢厚生年金受給権発生の考え方を改善 在職中でも受給権発生
60歳未満の女子、坑内員・船員も在職中でも受給権発生、併せて在職支給
停止制度導入
在職支給停止の計算方法の変更 2割停止、標準報酬月額と8割の年金月
額の合計が22万円を超える場合は、超えた額の2分の 1 を停止、標準報
酬月額が34万円を超える場合は、超える分だけ支給停止（昭和10年4月 1
日以前生れは、改正前の方式を保障）
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実施時期 内 容

平7年 4月 ．迎族厚生（共済）年金の改善 追族厚生年金の3分の2と老齢厚生年金の
2分の 1 を併給
·子に対する要件が、 18歳に達した日の属する年度末まで期間を延長
・育児休業期間中の厚生年金保険料免除制度の創設（事業主も免除されるよ
うになったのは、平成12年4月から）
短期在留外国人に対して、脱退一時金を支給
・賞与から特別保険料 1 ％を徴収

8月 • 20歳未満初診日の障害基礎年金の所得制限2段階に

平8年 4月 ・厚生年金基金免除保険料率の改善 100紡うの35から7段階に
・辺族厚生年金が支給される夫、父母、祖父母に対する障害等級 1 級・ 2級
の要件が廃止
・中国在留邦人の在留期間を保険料免除期問に（明治“年4月 2日以後生まれ）

6月 • 60歳定年後継続雇用される人に、使用関係がいったん中断した取扱いを任
意で行う。

平9年 1 月 ・基礎年金番号制度導入

4月 旧三共済(JR、JT、 NTT) 厚生年金へ統合 ・消四税5%

平10年 4月 •雇用保険法による給付との調整制度創設（失業給付•高年齢雇用継続給付）
平成10年4月以後老齢厚生年金の受給権を取得した人に適用

平12年 4月 •国民年金保険料、学生納付特例制度創設
・育児休業期間の厚生年金保険料免除を事業主負担分にも適用
・年金額の5％適正化 100分の7.5を100紡うの7.125に ただし従前額を保障
・在職支給停止の基準を34万円から37万円に
•長期加入の条件を45年から44年に
平成6年改正において、老齢厚生年金の支給開始年齢引上げに合わせ、
長期加入の条件を45年とされていたもの

lO月 ・標準報酬の改定 (98,000円～620,000円）
．繰上げ支給、繰下げ支給の減額率、加算率の改定（昭和16年4月 2 日生ま
れから改定）

平13年 4月 • 60歳台前半の老齢厚生年金の支給開始年齢引上げ
・障害者・長期加入者の特例の年金給付を創設
．坑内員·船員の支給開始年齢の引上げ (55歳から60歳へ）
・報酬比例部分相当（部分年金）と老齢基礎年金の繰上げ支給との併給
・老齢基礎年金一部繰上げ制度の創設

平14年 4月 ・厚生年金の当然被保険者を65歳到達から70歳到達まで延長
• 60歳台後半の在職老齢年金制度創設（昭和12年4月 2 日生まれから適用）
・老齢厚生年金支給繰下げの廃止
．牒林漁業団体共済組合の厚生年金への統合
•国民年金保険料半額免除制度の創設
・学生納付特例制度の適用範囲を拡大
・事業主経由で第3号被保険者の届出を行う
•第3号被保険者期間を有する人の年金請求先を社会保険事務所へ

平15年 4月 ・老齢基礎年金 満額 797.000円 (804.200円 X0.991)
•四与を含めた総報酬制の迎入
・定時決定月を4月、 5 月、 6月に変更
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ー 年金郎被1翠険者

被保険者にはどんな種類がありますか
（国民年金の被保険者）

1. 強制被保険者

(l) 被保険者の種別

次の要件にあてはまれば、法律上自動的に被保険者となります。

①第 1 号被保険者（自営業者等）

日本国内に住所のある20歳以上60歳未満の人であって、第 2号被保

険者及び第 3号被保険者のいずれにも該当しないものをいいます。た

だし、老齢または退職の年金を受けることができる人、その他日本国

籍を有しない人であって医療目的で来日する人等厚生労働省令で定め

る人※ 1 を除きます。

②第2号被保険者（サラリーマン等）

原生年金の被保険者をいいます。ただし、老齢基礎年金の受給権を

有する65歳以上の人は、第 2 号被保険者になりません。 (104ページ

参照）

③第3号被保険者（サラリーマン、公務員の妻等）

第 2 号被保険者の配偶者（日本国内に住所を有する人又は外国にお

いて留学をする学生その他の日本国内に住所を有しないが渡航目的そ

の他の事情を考慇して日本国内に生活の基礎があると認められる人と

して厚生労働省令で定める人※2に限る。）であって主として第 2号被
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第 1 章 被保険者・保険料等の知識

1 国民年金の被保険者

保険者の収入により生計を維持するもの（第 2号被保険者である人そ

の他日本国籍を有しない人で医療目的で来日する人等原生労働省令で

定める人磁 3 を除く。「被扶旋配偶者」という。）のうち20歳以上60歳

未満の人をいいます。（図表 1- 1 参照） なお、配偶者は事実婚を含

みます。 〈国年法 7 〉

※ 1 ※ 3 R 本国内において、「医療滞在ピザ」や「観光・保牲を目的とするロ

ングステイピザ」で来日した人は、被保険者とされません。

※ 2 海外において、例外的に、次のように留学や海外赴任同行などは被扶逐者、

国民年金第 3 号被保険者として認められます。

海外に居住していても認められる第3号被保険者 確認書類

(1) 外国において留学をする学生 査証、学生証、在学証明日、入学証

明琶等の写し

(2) 日本からの海外赴任に同行する家族 査証、海外赴任辞令、海外の公的機

関が発行する居住証明墨等の写し

(3) 海外赴任中の身分関係の変更により新たな同行 出生や婚姻等を証明する円類等の写

家族とみなすことができる者（海外赴任中に生ま し
れた被保険者の子ども、海外赴任中に結婚した被

保険者の配偶者など）

(4) 観光・保養やポランティアなど就労以外の目的 査証、ポランティア派這機関の証明、

で一時的に日本から海外に渡航している人（ワー ポランティアの参加同意日等の写し
キングホリデー、百年海外協力隊など）

(5) その他日本に生活の基礎があると認められる特 個別に判断

別な田情があるとして保険者が判断する人

図表 1-1 第3号被保険者の例

T30歳 ""'45 歳（退職） ""'50 歳 ""'60 歳（退職）

夫 1ぽ告臣温祉 I 第 1 号被保険者［開麦：』靡ね I
..,. 25 歳（結婚・退職) ..,. 55 歳 ▼ 60歳

妻 ば息＄喜齢）1 第3号被保険者 1 第 1 号被保険者 1 第3号被保険者 1 第 1 号被保険者 I

※第 3 号被保険者から第 2 サ被保険者への切替えは、肛生年金の被保険者ft格取

得屈を提出することにより行われています。
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(2) 65歳以上の第2号被保険者について

65歳以上の被保険者は、第 2号被保険者になる人とならない人が

います。

①第2号被保険者となる人

65歳以上70歳未満の当然被保険者のうち、加入期間が老齢基礎

年金等の受給資格期間である原則10年（平成29年 7 月までは25年）

に満たない厚生年金の被保険者（受給権を有するまでの期間に限

る）

②第2号被保険者とならない人

65歳以上70歳未満の当然被保険者のうち、老齢基礎年金の受給

権を有している人

(3) 第3号被保険者について

①第3号被保険者の認定

〈国年法附 3 〉

主として第 2号被保険者の収入により生計を維持することの認

定は、日本年金機構が行います。

具体的には、年収が130万円未満であることなど、健康保険の

被扶養配偶者とほぽ同様の認定基準が定められています。

健康保険の任意継続被保険者であっても第 3号被保険者になる

場合があります。 〈国年令 4 の 2 他〉

②第3号被保険者の届出

第 3号被保険者の届出は、第 3号被保険者本人が市町村に届け

出ることになっていましたが、平成14年 4 月から健康保険の被扶

養者の届出に併せ、事業主を経由して年金事務所に届出すること

になっています。

また、平成26年12月 1 日から、第 3号被保険者が、第 2号被保

険者の被扶養配偶者でなくなった場合、その旨を事業主を経由し

て届け出ることになりました。例えば第 3号被保険者の収入が増



第 1 章被保険者・保険料等の知識

[ 国民年金の被保険者

え、基準とされている額（年収130万円等）以上になったときや、

離婚したときなどです。

このケースで第 1 号被保険者となるときは、別途市町村に届出

が必要です。

なお、第 2号被保険者である配偶者が退職したり、死亡した場

合、 65歳に到達したときは届出不要です。

第 3 号被保険者関係の届出には、以下のア．～エ．のものがあ

ります。

ア．資格取得・種別変更・種別確認届（第 3号被保険者になった

とき）

次の（ア） ~ （ウ）に該当する場合には、狩格取得・種別変

更・種別確認の届出をすることになります。

（ア）資格取得届..…•新たに第 3号被保険者になったとき

（イ）種別変更届…•••第 1 号被保険者または第 2号被保険者が

第 3 号被保険者になったとき

（ウ）種別確認届…•••第 3 号被保険者の配偶者が転職等で1厚生

年金の種別問で異動があったとき

（一般厚年公務貝厚年）

〇具体的には、次のような場合です。

・健康保険の被保険者が婚姻し、その配偶者が健康保険の被扶

牲者になった場合

・健康保険の被扶旋者になっている配偶者が20歳になった場合

・健康保険の被保険者の配偶者が退職等により収入が減少した

ため、健康保険の被扶蓑者になった場合

•新たに健康保険の被保険者になった人に被扶殺者になる配偶

者がいる場合

イ．資格喪失、死亡届（第 3 号被保険者でなくなったとき）

•国外に居住している第 3 号被保険者が被扶牲者でなくなった
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とき

・死亡したとき

ゥ．氏名変更届（※）

工．住所変更届（※）

※マイナンバーと基礎年金番号が結びついている場合は届出を

省略できます。

③第3号被保険者等の国内居住要件実施における経過措置等

施行日（令和 2 年 4 月 1 日）以後は、現在被保険者等となって

いる人については、資格喪失届等の提出が必要です。

「医療滞在ビザ」等で国内に居住する人については、当該事実

を日本年金機構へ届け出る必要があります。

第 1 号被保険者や第 3 号被保険者が適用除外に該当するとき

は、その旨を届書に記載し、日本年金機構に提出しなければなり

ません。

国民年金第 3号被保険者等が国内居住要件の例外に該当すると

きや該当しなくなったときは、その旨を届害に記載して日本年金

機構に提出します。

④第3号被保険者の過去の未届期間の解消（第3号被保険者特例

届出）

1. 過去に未届けのある人は、昭和61年 4 月の創設当時まで遡っ

て届出ができます。 〈16改附21①〉

手続きは、「国民年金第 3 号被保険者該当申立害」に、住民

票謄本、所得証明書等を添付します。

2. 平成17年 4 月以降の第 3号被保険者期間については、やむを

得ない理由がある未届けの場合のみ届出ができます。

〈国年法附 7 の 3 ②〉

⑥第3号被保険者届出の効果

1. 過去の未届けについて届出が行われたときは、届出が行われ



第 1 章被保険者・保険料等の知識

1 国民年金の被保険者

た日以後、その届出に係る期間は保険料納付済期間に算入さ

れます。 〈国年法附 7 の 3 ③、 16改附21②〉

2. 老齢基礎年金の受給権者も届出ができます。この場合、届出

があった日の翌月から年金額が改定されます。

〈国年法附 7 の 3 ④、 16改附21③〉

3. 65歳以上の人で、 10年（平成29年 7 月までは25年）の受給

資格期間を満たしていない人が届出を行い、老齢基礎年金の

受給資格を満たしたときは、その人に対して老齢基礎年金が

支給されます。 〈国年法附 7 の 3 ⑤、 60改附18①、 16改附21④〉

4. 任意加入被保険者が、届出を行い、その期間を含めた月数が

480に達したときは、任意加入被保険者の資格を喪失しま

す。

●第3号被保険者となる年収要件の推移

•昭和61年 4 月より 90万円(150万円）未満

•昭和62年 5 月より 100万円 (150万円）未満

•平成元年 5 月より 110万円 (160万円）未満

•平成 4 年 1 月より 120万円(160万円）未満

•平成 4 年 4 月より 120万円(170万円）未満

•平成 5 年 4 月より 130万円 (180万円）未満

※（ ）内は一定の障害者の場合

(4) 年金確保支援法による第3号被保険者の認定

〈16改附22〉

第 3 号被保険者期間に重複する第 3 号被保険者以外の期間が判明

し、年金記録が訂正された場合に、それに引き続く第 3号被保険者期

間を未届期間とする取扱いを改め、保険料納付済期間として取り扱わ

れます。（平成23年 8 月 10 日施行）
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＜例＞

く記録訂正前＞ 元々管理されていた記録

(2号期問）

2号期問が判明

3 号期間

未届未納期間

く記録訂正後＞ 3号特例届として処理された場合

| 3号期間 | 2号期間 |3醗例期間 1

v 

い
＜ー2年~

3号特例届出日以降に保険料納付済期間になります

く記録訂正後＞ 年金確保支援法による取扱い

| 3号期間 | 2号期間 1 年金確叙畔1 による3号期:-2年―►
v 

当初から保険料納付済期閻となります

届出が 2年以上遅延した場合、以前は 3号特例届を提出して、届出

日以降、 3 号納付済期間として認定していました。年金確保支援法で

は、 3 号該当届（年金確保支援法用）を提出することにより、当初か

ら 3 号納付済期間となります。

(5) 第3号被保険者不整合期間の対応

会社貝や公務員などの第 2号被保険者（例えば、夫）に扶迷されて

いる配偶者（例えば、妻で、 20歳上60歳未満の者）は、国民年金の第

3 号被保険者となり、自ら保険料を納付する必要がありません。

しかし、その後、夫の退職などで、妻が第 3号被保険者の汽格を有

さなくなれば、国民年金保険料の納付が必要な第 1 号被保険者となり

その届出は本人が行うように義務付けられていました。

ところが、その届出が行われなかったため、第3号被保険者のまま

の年金記録を有する要が相当数あることが判明し、これを「 3 号不賂
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